平成17年(ラ)第１３５５号 遺伝子組換え稲の作付け禁止等仮処分即時抗告事件
債　権　者　　山　田　 　稔　ほか１１名
債　務　者　　(独) 農業・生物系特定産業技術研究機構

証　拠　説　明　書 （10）
２００５年８月３０日
東京高等裁判所 民事第５部  御中
　　　　　　　　　　　　　　　　債権者ら訴訟代理人弁護士　柳　原　　敏　夫
　書証（９８～100）

疎甲号証
標　　　　　目
(原本・写しの別)
作　成
年月日
作成者
立　証　趣　旨
備考

９８
新聞記事「消費者の伝言」
写し
2005.8.25
朝日新聞社
最近の消費者問題の主要なテーマとして、本GMイネの野外実験のことが取り上げられ、全国的に注目されている事実。
記事に登場する天明伸浩氏は、疎甲71、85の作成者

９９
意見書
写し
2005.8.29
東京大学海洋研究所　教授

木暮　一啓
ディフェンシン耐性菌の問題に関する原決定の問題点について。

(1)、ディフェンシン耐性菌の出現を報告した疎甲81、82の論文から、自然界での耐性菌の出現を推定できないとした原決定の判断が誤りであること。

(2)、ディフェンシン耐性菌の出現の危険性とは、出現するディフェンシン耐性菌の数が飛躍的に増加することであるとした原決定の判断が誤りであることなど。


準備書面(8) 11頁７行目で提出を予告した書面。

100
原決定の問題点一覧表
写し
2005.8.30
債権者代理人柳原敏夫外5名
原決定の問題点をすべて取り上げ、一覧表にしたもの。


準備書面(8) 24頁で指摘した書面
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